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１．研究計画の概要
グラフの距離構造と連結構造に関して研究
する。とくに両構造について臨界的なグラフ
および両構造に関わるワイド直径について
研究する。

２．研究の進捗状況
グラフの連結構造に関して臨界的なグラフ
として 4-連結グラフおよび縮約臨界 5-連結
グラフに関して特異的な部分構造を見いだ
すこと、およびワイド直径を適切なパラメー
タで評価することを行った。

３．現在までの達成度
4-連結グラフの部分構造の探求の結果、4-連
結グラフの可縮辺数の評価式を得た。極小縮
約臨界 5-連結グラフの平均次数の最良の評
価を与えることに成功した。また、縮約臨界
5-連結グラフの局所構造を特徴付けをおこな
った。

４．今後の研究の推進方策
極小縮約臨界 5-連結グラフの次数 5の頂点の
分布を調べる。極小縮約臨界 6-連結グラフに
特異的な部分構造を探求する。
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